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要 
 
 
 
 
 
 
 

旨 

 

一 

区
内
に
建
設
さ
れ
る
高
層
建
築
物
（
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
等
）
の
新
築
工
事
に
つ
い
て
区
は
、
工
事
協
定
・
被
害
補
償
な
ど
、
住
民
と

の
基
本
合
意
が
さ
れ
る
ま
で
工
事
を
行
わ
な
い
よ
う
、
業
者
へ
の
適
切
な
指
導
と
規
制
が
可
能
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

二 

区
は
住
民
の
要
望
が
最
大
限
生
か
さ
れ
る
よ
う
、「
十
分
な
住
民
説
明
会
の
義
務
化
」
や
「
近
隣
住
民
と
の
合
意
」
に
努
め
さ
せ
る
な
ど
、
住

民
を
保
護
す
る
た
め
に
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建
設
に
関
わ
る
条
例
改
正
等
、
適
切
な
条
件
整
備
を
行
う
こ
と
。 

 

（
理 

由
） 

こ
の
度
、
私
た
ち
の
近
く
に
高
層
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
が
新
築
工
事
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

我
々
区
民
が
持
っ
て
い
る
「
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
住
民
が
ゴ
ミ
出
し
の
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
」
「
生
活
騒
音

を
出
す
」「
誰
が
住
ん
で
い
る
の
か
分
ら
な
い
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
」
等
、
言
わ
ば
ソ
フ
ト
面
で
日
常
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す

建
築
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
狭
い
土
地
に
無
理
や
り
高
い
建
物
を
建
て
て
分
譲
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
多
く
、
日
照
権
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
住
宅
街
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
「
こ
の
ま
ま
で
は
街
が
壊
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
声
が
住
民
の
間
で
高
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
日
、
私
た
ち
の
近
隣
に
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
計
画
を
知
り
、
こ
れ
を
契
機
に
マ
ン
シ
ョ
ン
紛
争
の
解
決
に
、
区
の
「
条
例
等
」

が
業
者
へ
の
適
切
な
指
導
・
規
制
を
図
れ
る
内
容
に
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
の
切
な
る
願
い
（
日
照
・
風
害
・
粉
塵
・
建
設
内
容
・
計
画



 

の
改
善
・
工
事
時
間
等
）
が
実
現
す
る
た
め
の
実
効
あ
る
ご
指
導
と
ご
支
援
を
く
だ
さ
い
。 

広
報
紙
に
は
、「
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
用
途
地
域
や
容
積
率
等
は
、
東
京
都
の
指
定
方
針
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
地
区
計
画
を
策
定
し
な
け

れ
ば
変
更
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
今
後
も
区
内
全
域
で
地
区
計
画
を
定
め
、
必
要
に
応
じ
て
用
途
地
域
の
変
更
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
に
他
区
に
お
い
て
は
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
が
条
例
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
右
事
項
の
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

以 
 

上 
 


